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進
藤
喜
平
太
の
思
い
出
・
第
２
部

「
追
悼
録
」か
ら

▶５◀

　

進
藤
喜
平
太
翁
追
懐
記　

吉
田　
　

庾

（
玄
洋
社
第
七
代
社
長
）

　

武
部
、
越
智
等
西
南
役
に
戦
死
、
或
は
歿
去
者
は
盡
く
東

公
園
松
林
中
に
一
區
劃
と
し
同
列
に
墓
碑
を
並
べ
、
毎
年
、

崇
福
寺
玄
洋
社
員
墓
地
と
同
様
、
祭
礼
を
怠
ら
ざ
り
し
が
、

終
戦
後
は
没
収
さ
れ
墓
前
の
事
務
、
家
屋
の
如
き
は
手
も
ふ

れ
し
め
ず
其
の
墓
地
に
も
云
々
あ
る
や
の
官
邊
干
渉
に
付
、

大
分
長
く
之
れ
に
手
を
染
め
ず
為
め
に
近
頃
蓬
々
の
雑
草
と

悪
戯
の
為
め
か
墓
碑
の
折
れ
た
る
な
ど
あ
り
し
が
、
昭
和
廿

九
年
八
月
八
日
、
柔
道
場
明
道
館
内
田
幹
事
長
の
主
唱
に
よ

り
て
館
員
青
壮
年
有
志
約
三
十
人
許
り
の
有
志
者
は
、
各
自

セ
メ
ン
ト
、
木
材
等
を
持
ち
寄
り
、
或
い
は
有
志
者
の
寄
附

せ
ら
れ
た
鉄
條
網
、
木
柵
等
を
用
い
、
自
ら
進
ん
で
草
を
刈

り
墓
石
を
継
ぎ
柵
を
張
る
等
早
朝
よ
り
作
業
に
従
事
し
一
日

に
て
完
了
せ
し
め
勤
労
奉
仕
の
意
を
達
し
た
。

　

工
事
完
了
後
祭
典
を
執
行
し
、
後
有
志
の
持
寄
り
に
よ
り

小
宴
を
開
き
て
詩
吟
、
剣
舞
等
の
興
を
盡
し
、
青
壮
年
有
志

の
意
志
を
遂
げ
霊
位
を
慰
む
る
美
談
を
残
し
、
今
日
殆
ど
其

状
態
旧
に
復
し
た
り
。

　

彼
の
向
浜
塾
開
墾
社
の
時
、
大
久
保
内
務
卿
の
変
事
や
、

土
佐
板
垣
挙
兵
な
ど
の
噂
も
立
初
め
来
島
氏
等
は
平
尾
に
頭

山
氏
訪
問
の
結
果
、
頭
山
氏
は
奈
良
原
氏
同
伴
、
土
佐
に
至

り
板
垣
に
面
会
す
。

　

板
垣
は
自
由
民
権
思
想
に
よ
る
立
憲
政
体
民
選
議
院
の
成

立
急
務
な
り
と
弁
説
し
、
頭
山
氏
等
も
之
に
賛
同
、
政
況
視

察
の
上
約
一
ヶ
月
後
福
岡
に
帰
り
し
が
、
既
に
一
同
は
平
尾

山
下
の
学
塾
に
起
居
の
時
に
て
直
ち
に
自
由
民
権
論
を
唱
道

し
、
土
佐
と
も
聯
絡
す
る
所
あ
り
し
が
、
明
治
十
二
年
四
月

に
到
り
向
陽
義
塾
を
本

ほ
ん
ち
ょ
う町に
創
立
し
、
頭
山
、
進
藤
両
氏
、

箱
田
六
輔
を
塾
長
に
推
し
別
に
政
治
結
社
向
陽
社
を
設
立
せ

り
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
）

　

本
紙
「
玄
洋
」
は
、
四
月
一

日
付
の
今
号
で
、
紙
齢
百
号
に

達
し
ま
し
た
。
こ
の
栄
え
あ
る

紙
齢
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
の
も
、
一
重
に
全
国
各

地
の
玄
洋
社
記
念
館
協
賛
会
員

の
皆
様
や
、
ま
た
、
そ
の
時
々

の
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
る
い
は
貴
重
な
時
間
を
さ
い

て
興
味
あ
ふ
れ
る
原
稿
を
お
寄

せ
く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
の
賜
と
、
深
く
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
紙
上
を

借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
「
玄
洋
」
は
「
玄
洋
社
記
念

館
」
が
開
館
し
て
十
カ
月
後
の

昭
和
五
十
四
年
九
月
一
日
、「
玄

洋
社
記
念
館
」
の
館
報
（
広
報

紙
）
と
し
て
創
刊
号
を
発
行
し        

た
だ
き
偉
大
な
足
跡
を
ま
と
も

に
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
記
念
館
の
開

館
は
、
と
り
あ
え
ず
目
標
に
向

か
っ
て
そ
の
一
歩
を
踏
み
出
し

た
に
す
ぎ
な
い
と
言
わ
ざ
る
を

得
ず
、
正
確
な
史
実
を
探
り
、

細
大
も
ら
さ
ず
収
集
・
記
録
す

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
痛
感

し
、
さ
し
あ
た
っ
て
館
報
を
定

利
ヲ
固
守
ス
可
シ
」
の
憲
則
三

箇
条
を
掲
げ
て
玄
洋
社
を
設
立

し
て
満
百
二
十
九
年
の
年
に
当

た
り
ま
す
。
そ
の
年
に
、
当
玄

洋
社
記
念
館
は
創
設
三
十
周
年

（
十
一
月
）
を
迎
え
ま
す
。　

　

進
藤
先
生
の
ご
遺
志
ど
お
り

書
、
条
幅
、
先
覚
の
遺
品
、
写

真
な
ど
三
千
点
を
超
え
る
所
蔵

史
料
は
、多
く
の
来
館
者
に「
玄

洋
社
の
真
実
の
姿
」
を
伝
え
続

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ジ
ア

の
中
の
日
本
と
い
う
視
点
が
重

視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
昨

今
、
玄
洋
社
に
関
す
る
研
究
が

盛
ん
に
な
り
学
者
、
研
究
者
の

来
館
も
多
く
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

の
取
材
も
増
え
て
お
り
ま
す

が
、
所
蔵
史
料
は
、
こ
れ
ら
の

方
々
の
要
請
に
も
応
え
社
会
的

施
し
て
お
り
ま
す
が
、
市
井
で

個
人
的
に
続
け
ら
れ
て
い
る
先

覚
顕
彰
の
活
動
や
玄
洋
社
関
係

の
研
究
な
ど
が
あ
れ
ば
、
さ
さ

や
か
な
も
の
で
も
積
極
的
に
取

材
し
、
掲
載
す
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。
皆
様
の
身
の
回
り
に
そ

う
い
う
情
報
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

玄
洋
社
記
念
館
に
ご
一
報
い
た

だ
く
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

創
刊
か
ら
二
十
九
年
。
玄
洋

社
記
念
館
の
陣
容
も
時
と
共
に

か
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今

年
、
進
藤
先
生
は
十
七
回
忌

（
十
一
月
）、
第
二
代
理
事
長
、

妹
尾
憲
介
先
生
は
十
三
回
忌

（
十
月
）、
第
三
代
理
事
長
、
久

保
田
秀
己
先
生
は
三
回
忌
（
九

月
）
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。

　

私
は
先
輩
理
事
長
の
ご
遺
志

を
継
承
し
「
玄
洋
」
第
百
号
の

発
行
を
機
に
、
さ
ら
に
気
持
ち

を
引
き
締
め
「
玄
洋
社
」
が
歴

史
に
残
し
た
偉
大
な
足
跡
を
後

世
に
伝
え
る
事
業
に
、
力
の
限

り
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

吉村剛太郎理事長
ま
し
た
。
玄
洋
社
記

念
館
」
の
創
設
者
で

初
代
理
事
長
・
館
長

の
故
進
藤
一
馬
先
生

は
「
創
刊
の
辞
」
で

発
刊
の
理
念
を
要

旨
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
「
玄
洋
社
の
真
実

の
姿
を
正
し
く
納
得
し
て
い

内
容
の
充
実
に
一
層
努
力

館
報
﹁
玄
洋
﹂
第
１
０
０
号
発
行
に
際
し
て

㈳
玄
洋
社
記
念
館
理
事
長　

吉
村
　
剛
太
郎

期
的
に
刊
行
す
べ
き
と
決
意
し

た
わ
け
で
あ
り
ま
す
」

　

以
後
「
玄
洋
」
は
、
進
藤
先

生
の
理
念
を
体
し
て
隔
月
、
あ

る
い
は
三
カ
月
間
隔
で
発
行

し
、
現
在
は
年
三
回
の
ペ
ー
ス

で
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
玄
洋
社
諸
先
覚
が

「
皇
室
ヲ
敬
戴
ス
可
シ
」「
本
国

ヲ
愛
重
ス
可
シ
」「
人
民
ノ
権

貢
献
度
は
日
ご
と
に
高
く
な
っ

て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

館
報
「
玄
洋
」
は
、
こ
う
し

た
日
常
の
動
き
も
伝
え
、
玄
洋

社
記
念
館
と
読
者
の
結
び
つ
き

を
強
固
な
も
の
に
す
べ
く
、
内

容
の
充
実
に
努
力
を
重
ね
て
い

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
玄
洋
社

記
念
館
と
、
そ
の
関
連
団
体
は

定
期
的
な
先
覚
顕
彰
事
業
を
実

紙齢
100号
特集



ら
は
ま
す
ま
す
、
歴
史
的
史
料

と
し
て
の
価
値
を
増
す
こ
と
だ

ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、『
玄
洋
』が
戦
前
、

玄
洋
社
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
て

い
た
月
刊
紙
『
玄
洋
』
の
タ
イ

ト
ル
を
引
き
継
い
で
い
る
こ
と

は
ど
れ
だ
け
の
方
が
ご
存
じ
だ

ろ
う
か
。
昭
和
十
年
六
月
一
日

に
創
刊
号
が
出
さ
れ
、
戦
時
下

の
十
九
年
十
月
十
五
日
に
出
た

第
百
十
三
号
で
廃
刊
と
な
っ

た
。
私
は
幸
い
そ
の
『
玄
洋
』

創
刊
号
を
入
手
し
て
い
る
の

で
、
こ
の
機
会
に
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

タ
ブ
ロ
イ
ド
判
四
頁
で
、
題

字
の
デ
ザ
イ
ン
は
九
州
福
岡
を

中
心
に
し
た
同
心
円
が
朝
鮮
半

島
・
中
国
大
陸
へ
と
及
ん
で
い

る
。
解
説
で
は
、
玄
洋
の
文
字

は
孫
文
の
書
で
、
今
後
毎
号
社

員
が
揮
毫
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
デ
ザ
イ
ン

だ
一
人
、
従
容
と
し
て
刑
場
の

露
と
消
え
た
。
こ
と
し
歿
後

六
十
年
を
迎
え
る
。

玄　　　　　　　　　洋平成２０年４月１日 第　100　号（２）
　

玄
洋
社
記
念
館
の
館
報
『
玄

洋
』
が
百
号
を
迎
え
た
と
い

う
。
毎
回
「
玄
洋
社
関
係
史
料

の
紹
介
」
を
書
き
継
い
で
い
る

が
、
〆
切
に
追
わ
れ
る
こ
と
ば

か
り
で
、
号
数
に
ま
で
思
い
が

至
ら
な
か
っ
た
。

　

私
は
自
分
の
著
作
目
録
を
作

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も

公
開
し
て
い
る
が
（
…
…
「
イ

シ
タ
キ
」
で
検
索
す
る
と
私
の

サ
イ
ト
・
イ
シ
タ
キ
人
権
学
研

究
所
に
た
ど
り
つ
き
ま
す
）、

も
う
少
し
で
五
〇
〇
点
に
達
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
最
初
に
書

い
た
の
は
昭
和
五
十
二
年

（
一
九
七
七
）
に
発
表
し
た
「
高

場
乱
小
伝
─
玄
洋
社
を
育
て
た

女
傑
」
で
、
こ
れ
は
『
増
補
版

　

玄
洋
社
発
掘
』（
西
日
本
新

聞
社
）に
収
録
し
て
い
る（
現
在

品
切
れ
で
再
刊
を
準
備
中
）。

　

そ
の
後
、
私
の
リ
ス
ト
で
七

番
目
に
位
置
し
て
い
る
の
が
、

『
玄
洋
』
第
一
号
か
ら
二
一
回

連
載
し
た
「
女
傑
高
場
乱
と
弟

子
た
ち
」
で
あ
る
。
第
一
号
は

昭
和
五
十
四
年
九
月
一
日
に
発

行
さ
れ
て
い
る
。
私
と『
玄
洋
』

と
の
お
付
き
合
い
は
断
続
的
に

足
か
け
三
〇
年
に
及
ぶ
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。

　

私
の
こ
と
は
別
に
し
て
も
、

『
玄
洋
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

を
読
み
直
す
と
、
実
に
貴
重
な

論
考
、
証
言
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
す
で
に
鬼
籍
に
入
っ
た
執

筆
者
も
多
く
、
若
き
日
に
接
し

た
そ
の
面
影
が
思
い
出
さ
れ

る
。
今
で
も
、
そ
し
て
こ
れ
か

に
つ
い
て
も
「
玄
洋
社
を
中
心

と
す
る
渦
巻
が
極
東
を
覆
っ
て

い
る
」
と
説
明
し
、
こ
れ
は
福

岡
の
画
家
葛
岡
年
定
と
い
う
人

の
案
で
あ
っ
た
。

　

ト
ッ
プ
に
位
置
す
る
記
事
、

殉
難
三
士
祭
の
三
士
と
は
来
島

恒
喜
、
山
崎
羔
三
郎
、
清
水
正

次
郎
の
三
人
を
指
す
。
次
の
記

事
は
五
月
二
十
三
日
、
東
京
で

行
わ
れ
た
頭
山
（
満
）
翁
・
杉

山
（
茂
丸
）
翁
金
菊
の
祝
い

（
五
〇
年
に
及
ぶ
交
遊
）
の
報

道
。
広
田
弘
毅
外
務
大
臣
も
出

席
し
て
い
る
。
こ
の
翌
年
、

二・
二
六
事
件
の
後
に
大
命
降

下
し
て
総
理
大
臣
に
な
ろ
う
と

は
夢
に
も
思
っ
て
い
な
い
。
広

田
弘
毅
は
『
玄
洋
』
発
行
に
陰

の
援
助
を
与
え
た
一
人
で
あ

る
。
題
字
の
下
に
は
玄
洋
社
理

事
長
美
和
作
次
郎
の
「
創
刊
之

辞
」
を
載
せ
て
い
る
。

（
福
岡
地
方
史
研
究
会
会
長
） 　

福
岡
に
ゆ
か
り
の
先
人
た
ち

を
主
人
公
に
し
た
講
談
を
語
り

続
け
て
い
る
地
元
出
身
の
女
性

講
談
師
、
神
田
紅
さ
ん
が
、
二

月
二
十
三
日
、
福
岡
市
中
央
区

天
神
四
丁
目
の
都
久
志
会
館

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
「
新
遊
民

の
集
い
・
出
会
い
の
記
念
日

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ト
ー
ク
」（
ふ

く
お
か
新
遊
民
倶
楽
部
主
催
）

で
、
市
長
時
代
の
進
藤
一
馬
先

生
（
玄
洋
社
記
念
館
創
設
者
）

と
桧
原
桜
の
逸
話
を
「
花
か
げ

の
物
語
〜
花
守
り
市
長
と
桧
原

桜
」
の
演
題
で
熱
演
し
た
。

　

桧
原
桜
の
逸
話
と
は
、
昭
和

五
十
九
年
、
道
路
拡
幅
計
画
で

伐
採
さ
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
同

市
南
区
桧
原
一
丁
目
の
池
の
土

手
の
十
本
の
桜
を
、
付
近
の
住

民
が
木
の
幹
に
掲
示
し
た
助
命

の
和
歌
に
応
え
て
救
っ
た
と
い

う
も
の
。

　

 

神
田
さ
ん
は
、
桜
助
命
の

い
き
さ
つ
を
軸
に
、
進
藤
先
生

の
生
い
立
ち
か
ら
中
野
正
剛
先

生
、
緒
方
竹
虎
先
生
、
廣
田
弘

毅
先
生
ら
と
の
出
会
い
、
Ａ
級

戦
犯
容
疑
で
の
巣
鴨
拘
置
所
拘

留
、
衆
議
院
議
員
当
選
、
四
期

十
四
年
の
市
長
時
代
な
ど
を
時

に
は
熱
を
込
め
、
時
に
は
ユ
ー

モ
ラ
ス
に
軽
快
に
語
り
、
会
場

を
埋
め
た
四
百
余
の
聴
衆
を
引

き
込
ん
だ
。

　

神
田
さ
ん
は
、
進
藤
先
生
の

生
き
方
の
な
か
に
、
父
、
喜
平

太
翁
か
ら
引
き
継
が
れ
た
「
武

士
道
」
に
通
じ
る
も
の
を
感

じ
、
そ
れ
を
表
現
す
る
た
め
に

半
年
以
上
か
け
て
台
本
を
練
り

上
げ
た
と
い
う
。

廣
田
弘
毅
先
生

生
誕
130
年
、
歿
後
60
年
に

　

廣
田
弘
毅
先
生
は
、
戦
前
、

戦
後
を
通
じ
て
福
岡
県
が
生
ん

だ
た
だ
一
人
の
総
理
大
臣
で
あ

る
。明
治
十
一
年
二
月
十
四
日
、

石
工
、
徳
平
、
タ
ケ
夫
妻
の
長

男
と
し
て
福
岡
の
鍛
冶
町（
現
、

中
央
区
天
神
三
丁
目
）
に
生
ま

れ
た
。
こ
と
し
生
誕
百
三
十
年

を
迎
え
た
。

　

昭
和
十
一
年
、
二・
二
六
事

件
後
の
軍
部
台
頭
の
中
で
総
理

大
臣
に
就
任
。
そ
し
て
終
戦
で

Ａ
級
戦
犯
の
罪
に
問
わ
れ
、
極

東
軍
事
裁
判
の
法
廷
に
立
ち
、

一
切
の
弁
明
を
せ
ず
に
死
刑
の

判
決
を
受
け
、
同
二
十
三
年

十
二
月
二
十
三
日
、
文
民
で
た

　

社
団
法
人
廣
田
弘
毅
記
念
青

少
年
育
成
会
は
、
廣
田
先
生
の

銅
像
が
建
立
さ
れ
た
同
五
十
七

年
以
降
、
毎
年
五
月
に
同
区
城

内
の
銅
像
前
で
顕
彰
祭
を
斎
行

し
て
い
る
。
今
年
は
同
月
十
七

日
午
前
十
一
時
か
ら
を
予
定
し

て
い
る
。
参
加
費
千
円
。

　

詳
細
は
玄
洋
社
記
念
館

（
０
９
２・７
７
１・３
２
０
３
）

へ
問
い
合
わ
せ
、
ご
確
認
を
。

﹃
玄
洋
﹄
百
号
に
思
う

石
瀧
　
豊
美

進藤一馬先生が講談に
桧原桜の物語

神田紅さんが熱演

熱演する神田紅さん

『玄洋』創刊号の１面（部分）

廣田先生の銅像前で斎行
される顕彰祭＝昨年　　



　

賛
助
会
費
の
受
け
付
け
要

領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
【
賛
助
会
費
の
額
】

　

▽
個
人
会
員
＝
一
口
一
万

円
　

▽
法
人
・
団
体
会
員
＝
一

口
三
万
円

　

納
入
は
郵
便
振
込
ま
た
は

銀
行
振
込
で
お
願
い
致
し
ま

す
。
振
込
先
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
【
郵
便
振
込
】
口
座
番
号

０
１
７
７
０
～
１
～
２
０
７ 

３
８

　
【
銀
行
振
込
】
西
日
本
シ

テ
ィ
銀
行
赤
坂
門
支
店　

普

通
預
金　

口
座
番
号
０
７
４ 

０
０
４
７

　

宛
名
は
い
ず
れ
も
「
玄
洋

社
記
念
館
」
で
す
。

　
　
　
　

　

玄
洋
社
記
念
館
賛
助
会
員

の
皆
様
に
は
ご
健
勝
で
お
過

ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
当
記
念

館
の
活
動
へ
の
日
頃
か
ら
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
、
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
進
藤
一
馬
先
生
が

当
記
念
館
を
創
設
さ
れ
て
満

三
十
年
。
感
慨
新
た
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
四
月
の
新
年
度
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
当
記
念

館
は
平
成
二
十
年
度
分
の
賛

助
会
費
の
受
け
付
け
を
同
月

一
日
か
ら
始
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
法
人
会
員
の
皆

様
、個
人
会
員
の
皆
様
に
は
、

厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、
誠

に
恐
縮
で
は
あ
り
ま
す
が
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

平
成
20
年
度

会
費
納
入
の
お
願
い

会
費
納
入
の
お
願
い

社
団

法
人
玄
洋
社
記
念
館

玄　　　　　　　　　洋（３）平成２０年１月１日 第　９９　号

賛
助
会
員
芳
名
録

20
年
２
月
１
日
現
在

（
敬
称
略
）

　

▼
個
人
の
部

　

【
二
万
円
】

石
田　

廣
道
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

　

【
一
万
円
】

嶋
津　

好
子　

（
筑
紫
野
市
）

古
田　

修
吾　
　

（
東
京
都
）

藤
原　

好
克　
　

（
福
岡
市
）

大
島　

泰
治　

（
大
野
城
市
）

古
嶋　
　

環　
　

（
福
岡
市
）

金
原　
　

勝　
　

（
三
島
市
）

橋
田　

文
也　
　

（
福
岡
市
）

上
杉　

清
文　
　

（
富
士
市
）

若
尾　
　

久　
　

（
福
岡
市
）

阿
部　

珠
理　
　

（
東
京
都
）

祝「
　 　　　　　」第100号発行

代
表
取
締
役

花　

田　
　
　
　

勲

代
表
取
締
役

長　

尾　
　

三　

郎

株
式
会
社　

ア
ク
タ

九
星
飲
料
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社

代
表
取
締
役

柴　

田　

伊
智
郎

代
表
取
締
役

社　
　
　

長

永　

岡　

照　

正

代
表
取
締
役

会　
　
　

長

仲　

原　

志　

平

福
岡
県
古
賀
市
鹿
部
三
三
五
│
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
九
二
）
九
四
三
│
三
九
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
九
二
）
九
四
四
│
二
二
〇
一

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w
.acta-w

eb.co.jp/

福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
一
丁
目
四
番
七
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
九
二
│
七
一
六
│
七
八
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
九
二
│
七
一
六
│
七
八
〇
二

福
岡
県
前
原
市
大
字
波
多
江
字
中
川
原
一
〇
〇

電　

話
（
〇
九
二
）
三
二
四
│
九
九
九
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
九
二
）
三
二
四
│
九
九
〇
〇

本　
　

社

伊
都
工
場

福
岡
市
東
区
二
又
瀬
二
番
五
号

電
話
㈹
（
〇
九
二
）
六
一
一
│
三
二
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
九
二
）
六
一
一
│
三
二
八
〇

E
-m
ail

：in
fo@

k
-sh
oei.co.jp

　
〒811
-3105

地
域
に
未
来
を
描
く

技
術
士
事
務
所
・
一
級
建
築
士
事
務
所

株
式
会
社　
環
境
計
画
研
究
所

㈲
日
産
企
画

　

薬　

剤　

師

大 
江 
田　
　

 

信

大 
江 
田　

美 

子

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

小　

野　

勇　

夫

佐　

藤　

伸　

道

太
宰
府
市
宰
府
三
丁
目
四
│
二
十
一

☎
〇
九
二
│
九
二
四
│
六
二
九
六

〒
818-
0117

損
害
保
険
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

太
宰
府
天
満
宮
前
駐
車
場

漢
方
薬
相
談　

と
お
り
ゃ
ん
せ

創
業　
文
化
五
年（
一
八
〇
八
年
）

冨

永

信

太

郎

福
岡
市
西
区
周
船
寺
三
丁
目
一
一
番
六
四
号

電　
話（
〇
九
二
）八
〇
六
ー
一
〇
一
六

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
九
二
）八
〇
六
ー
一
〇
一
七

合
資
会
社　

米
長
商
店

コ
メ

チ
ョ
ウ

〒819-0373

味噌・醤油

http://www.kyusei.co.jp/
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な
り
し
が
、
半
日
余
り
も
海
上

に
漂
ひ
て
、
や
が
て
流
さ
れ
し

儘
か
な
た
の
岸
へ
着
に
け
り
。

是
れ
安
芸
と
周
防
の
堺
な
る
玖

波
村
に
近
き
、
一
の
漁
村
に
ぞ

あ
り
け
る
。

　

志
ざ
す
方
と
は
い
た
く
違
ひ

た
れ
ど
、
無
事
に
着
し
を
祝
し

あ
ひ
て
、
乗
合
の
人
々
己
が
随

意
四
方
に
散
り
ゆ
き
け
れ
ば
、

震
志
も
こ
れ
等
に
別
れ
て
、
広

島
地
方
へ
あ
ゆ
み
行
き
け
る
。

玖
波
よ
り
広
島
の
間
に
は
四
十

八
坂
と
云
ふ
嶺と

う
げあ
り
て
、
山
峻

し
く
路
滑
か
な
り
。
頃
し
も
長

月
の
半
な
れ
ば
、
か
の
紀
の
貫

之
が
、
白
露
も
し
ぐ
れ
も
い
た

く
も
る
山
は
下
葉
の
こ
ら
ず
紅

葉
し
に
け
り
、
と
よ
み
し
も
お

も
ひ
出
さ
れ
て
、
黄
ば
み
落
る

梧
桐
の
葉
、
紅
に
染
な
す
蔦
紅

葉
、
往
来
の
人
も
錦
を
飾
り
し

心
地
せ
ら
れ
つ
。

　

か
の
樵し

ょ
う蘇そ

往
反
し
て
杖
朱し

ゅ

買ば
い

臣し
ん

の
衣
を
穿
ち
、
隠
逸
優
遊
し

 

宇
田
川
文
海
『
西
南
拾
遺
』（
十
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）

明
治
十
二
年
九
月
刊
行

　
　

小
室
信
介
閲

　
　

宇
田
川
文
海
編
輯

『
西
南
拾
遺
』
巻
之
三

　

震
志
、
四
十
八
坂
に

　

依
田
氏
の
由
来
を
聞
く

　

孤
館
に
宿
る
時
風
雨
を
帯

ぶ
。
遠
帆
帰
る
処
、
水
空
に
連

る
と
古
人
の
詩
に
う
た
ひ
し

も
、
実げ

に
理こ

と
わ
り
に
や
思
ふ
ら

ん
。
震
志
は
年
月
定
め
ず
、
他

方
の
空
に
草
枕
旅
寝
の
夢
も
独

寝
の
徒
然
に
堪
え
か
ね
、
風
の

音
雨
の
声
に
も
驚
か
さ
れ
て
、

或
時
は
渡
口
の
船
に
空
と
水
の

か
ぎ
り
な
き
を
見
て
、
い
と
ゞ

悲
み
を
ま
す
な
ん
ど
、
云
ふ
も

中
々
お
ろ
か
な
り
。

　

今
日
し
も
厳
島
よ
り
便
船
に

乗
り
て
広
島
に
赴
む
か
ん
と
な

し
た
り
し
が
、
船
路
半
に
し
て

逆
風
の
為
に
吹
き
流
さ
れ
、

少し
ば
し時
は
行
手
も
分
ち
が
た
き
程

て
履
葛か

つ

稚ち

仙せ
ん

の
薬
を
履ふ

む
と
詠

ぜ
し
も
、
か
く
や
と
お
も
は

る
。
か
く
て
震
志
は
こ
の
嶺
を

半
も
過
ぎ
し
処
に
て
、
新
し
く

建
な
せ
る
一
の
小
祠
あ
る
を
見

認
ぬ
。
い
か
な
る
神
を
や
祭
り

け
む
と
近
き
見
る
に
、
祠
の
前

後
は
旗
幟
な
ん
ど
い
か
め
し
う

立
並
べ
、
正
面
に
は
一
の
石
碑

あ
り
て
隷
書
も
て
宮
藩
依
田
子

之
墓
と
な
ん
鐫
つ
け
、
其
前
後

左
右
に
は
香
火
の
烟
充
満
て
、

祠
の
中
も
見
え
わ
か
ぬ
ば
か
り

薫く
す
ぶり
た
り
。

　

如
何
な
る
者
の
墓
な
る
ら

ん
。
何
て
ふ
神
の
祠
に
や
、
と

い
ぶ
か
し
き
儘
立
止
り
つ
、
傍か

た
え

の
床
机
に
腰
打
掛
け
、
麁
茶
に

は
あ
れ
ど
一
服
と
、
小
祠
守
の

翁
が
差
出
す
茶
碗
を
手
に
取
り

つ
、
扨
翁
に
問
ひ
け
る
は
、
此

の
小
祠
は
し
も
い
か
な
る
神
を

崇
め
し
者
か
。
見
れ
ば
新
し
き

墓
碑
さ
へ
あ
る
は
昔
よ
り
の
古

祠
に
は
あ
ら
じ
。
い
か
で
由い

わ
れ縁

を
知し

り

ま
ほ
し
と
い
ぶ
か
り
問と

え

ば
、
翁
は
う
な
づ
き
、
此
は
よ

く
こ
そ
問
ひ
玉
ふ
た
れ
。
如
何

に
も
此
小
祠
は
昔
よ
り
の
も
の

な
ら
ず
。
近
頃
爰
処
に
出
来
し

も
の
。
襟
を
正
し
ふ
し
つ
、
警し

わ

咳ぶ
き

二
つ
三
つ
し
て
説
出
る
は
、

丹
後
国
宮
津
藩
中
に
依
田
伴

蔵
、
源
の
直
恒
と
な
ん
呼
ぶ
武も

の

夫の
ふ

あ
り
。

　

天
性
豪
邁
に
し
て
人
を
凌
ぐ

の
気
象
あ
り
。
幼
年
書
を
読
で

志
を
遠
大
に
期
し
、
国
を
去
て

西
京
に
至
り
儒
学
を
鈴
木
恕
平

翁
の
門
に
学
び
、
後
甲
州
流
の

軍
学
を
幕
士
久
保
田
何
某
に
受

け
、
兼
て
田
宮
流
の
兵
法
に
達

し
け
れ
ば
、
帰
藩
の
後
、
藩
主

の
覚
え
他
に
異
な
り
て
、
直
に

先
鋒
隊
の
軍
監
と
ぞ
な
さ
れ
け

る
。

　

か
ゝ
り
け
れ
ば
、
直
恒
氏
に

も
君
恩
の
忝
じ
け
な
さ
に
忠
魂

骨
身
に
徹
し
、
平
生
は
軍
学
兵

法
を
以
て
藩
士
の
師
範
と
な

り
、
事
あ
る
時
は
い
か
で
一
命

を
君
に
さ
ゝ
げ
て
知
遇
の
恩
を

も
報
は
ゞ
や
と
志
し
ぬ
。
其
頃

は
天
下
次
第
に
物
騒
が
し
う
な

り
て
、
大
和
に
五
条
の
乱
あ

り
。
常
陸
に
天
狗
党
の
騒
ぎ
あ

り
。
但
馬
、
生
野
、
長
州
、
攘

夷
な
ど
実
に
や
天
下
は
麻
の
如

く
乱
れ
、
英
雄
は
蜂
の
如
く
起

る
の
時
と
も
い
ふ
べ
か
り
し
か

ば
、
直
恒
氏
の
此
際
に
立
ち

て
、
藩
主
の
為
に
粉
骨
を
尽
さ

れ
し
事
、
数
ふ
る
に
遑い

と
まあ
ら
ず

と
い
へ
ど
、
這こ

は
此
祠
に
か
ゝ

り
た
る
重
な
る
事
に
あ
ら
ざ
れ

ば
、
略
し
て
爰
に
述
べ
候
は

ず
。

　

偖
四
方
に
騒
擾
の
起
り
し

後
、
長
州
征
伐
と
い
ふ
事
お
こ

り
て
、
諸
大
名
の
軍
勢
等
幕
府

の
厳
命
を
畏
み
て
、
我
も
我
も

と
当
国
広
島
に
押
詰
め
し
時
、

直
恒
氏
の
主
君
松
平
伯
耆
守
と

て
、
時
の
閣
老
な
れ
ば
威
勢

赫
々
と
当
国
に
進
発
あ
り
た

り
。
是
時
直
恒
氏
も
主
君
に
従

ひ
来
ら
れ
け
る
が
、
長
州
勢
の

鋒
先
次
第
に
強
く
、
井
伊
、
榊

原
の
幕
兵
云
甲
斐
な
き
ま
で

散
々
に
打
な
さ
れ
て
逃
退
く
の

み
な
ら
ず
、
石
州
口
、
小
倉
口

は
皆
打
敗
れ
て
、
今
は
彼
国
征

伐
は
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
景あ

り

況さ
ま

と
は

な
り
候
ひ
ぬ
。

　

か
ゝ
り
け
れ
ば
松
平
伯
州
深

く
天
下
の
為
に
こ
れ
を
憂
へ
玉

ひ
て
、
い
か
で
よ
き
策
略
を
運

ら
し
て
敵
鉾
を
弛
む
る
事
も
や

と
考
へ
玉
ひ
、
曩さ

き

に
小
笠
原
志

州
の
手
に
て
虜

い
け
ど
りと
な
り
し
宍
戸

備
後
助
、
小
田
村
何
某
に
密
旨

を
授
け
て
彼
地
へ
放
ち
、
還
し

玉
ひ
け
れ
ば
、
大
将
紀
伊
殿
い

た
く
こ
れ
を
憤
り
玉
ひ
て
、
伯

州
を
大
坂
に
逐お

い

か
へ
し
玉
へ

り
。

　

是
時
直
恒
氏
も
伯
州
の
密
旨

を
受
け
て
、
宍
戸
等
の
跡
を
逐

ふ
て
長
州
の
陣
屋
に
至
ら
ん
と

て
、
馬
に
打
乗
り
広
島
を
立
れ

け
り
。
是
れ
慶
応
二
年
寅
の
七

月
九
日
の
暁
な
り
き
。
斯
く
て

直
恒
氏
は
駿
馬
に
諸も

ろ
あ
ぶ
み鐙
合
し

つ
ゝ
四
十
八
坂
に
登
り
来
る

時
、
敵
方
の
斥も

の
み候

と
お
ぼ
し
き

者
、
是
も
同
じ
く
馬
に
鞭む

ち
うち
此こ

方な
た

を
さ
し
て
出
来
る
に
ぞ
。

　

双
方
は
た
と
出
合
ひ
て
、
互

に
馬
を
ば
留
め
た
り
と
云
ひ
さ

し
、
ホ
ツ
と
一
息
つ
き
、
あ
な

苦
し
、
長
き
は
な
し
を
述
つ
ゞ

け
て
、
喉
の
乾
く
を
知
ら
ざ
り

き
。
一
寸
息
つ
き
候
は
ん
と
、

傍
の
茶
碗
手
に
と
り
て
少
時
喉

を
湿
し
け
り
。

　

斯
て
翁
は
再
び
語
り
出
せ
る

様
、
是
時
依
田
直
恒
氏
は
馬
を

止
め
て
大
音
あ
げ
け
る
に
、
参

ら
れ
候
は
長
州
勢
一
手
の
隊
長

と
見
る
は
僻ひ

が

目め

か
。
斯
く
申
す

我
輩
に
は
、
丹
後
の
国
宮
津
の

城
主
当
今
天
下
の
閣
老
た
る
松

平
伯
耆
守
、
藤
原
宗
秀
朝
臣
の

先
鋒
の
軍
監
、
依
田
伴
蔵
、
源

の
直
恒
是
な
り
。
今
般
か
く
単

身
に
て
敵
地
に
深
入
せ
ん
と
す

る
は
、
我
に
深
意
の
あ
る
な
れ

ば
な
り
。
汝
若
し
心
あ
ら
ば
我

を
導
ひ
て
山
口
城
へ
案
内
せ

よ
。
い
か
に
や
い
か
に
と
呼よ

ば
わつ

た
り
。

（
続
く
）

玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介

石
瀧　

豊
美

石
瀧　

豊
美
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震
志
は
船
で
広
島
に
向
か
っ
た
が
…
（
写
真
は
現
在
の
広
島
市
街
）


